
内副管200ｘ150はスリム管を使う

下流

ﾓﾙﾀﾙ
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内副管基本構造図

（重要）管口周りのﾓﾙﾀﾙ・ﾄﾞﾚﾝﾀｲﾄは漏水しないように施工する事。

流入段差が60㎝を超える場合は内副官の設置を行う。

50ｃｍ以下の場合でも副管の設置が可能なら設置検討する。

段差は最大で1.5ｍ以内とする。

表4.3.6より
下水道設計指針
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直管

管口は下流に向ける

直管
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ﾄﾞﾚﾝﾀｲﾄ

150はスリム管

副管構造図

スリム内副管用ﾏﾝﾎー ﾙ継手

ｱﾝｶー ﾎ゙ ﾙﾄ（ 4箇所）

スリム内副管用ﾏﾝﾎｰﾙ継手

スリム内副管マンホール継手用エルボ

大曲エルボ

表1

内副管固定バンドの数は表1に記載されている数量とする。

倶知安町役場下水道係　 標準図


